
組
み
に
加
え
て
、
10
年
を
迎
え
る
中
で
、

商
店
街
、福
祉
と
食
を
中
心
と
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
、
市
民
芸
術
、
中
間
支

援
組
織
と
い
っ
た
領
域
へ
の
広
が
り
と「
市

民
社
会
像
」
が
見
い
出
せ
る
（
引
用
文
献
①
）。

そ
し
て
そ
の
上
で
「
継
承
」
と
は
、
小

田
実
さ
ん
や
草
地
賢
一
さ
ん
の
思
想
の
継

承
で
は
な
い
か
と
考
え
る
（【
参
考
】
を
参
照
））。

そ
れ
は
小
田
実
さ
ん
の
「
自
分
の
や
り

た
い
こ
と
を
や
る
、
人
の
や
る
こ
と
に
文

句
を
つ
け
る
な
、
文
句
が
あ
る
な
ら
自
分

で
や
れ
、
自
分
で
決
め
た
こ
と
は
自
分
で

や
る
、
人
に
や
れ
と
言
う
の
で
は
な
く
自

分
で
や
る
」と
い
う
市
民
運
動
論（
引
用
文
献
②
）

で
あ
り
、草
地
賢
一
さ
ん
が
め
ざ
し
た「
ボ

ラ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
は
市
民
社
会
」
で
あ
り

「
国
家
が
直
接
お
こ
な
う
よ
り
、
自
由
で

自
主
的
な
意
思
を
も
つ
民
間
団
体
や
市
民

が
お
こ
な
う
方
が
よ
い
」
と
い
う
市
民
社

会
論
（
引
用
文
献
③
）
で
あ
る
と
思
う
。

小
田
実
さ
ん
の
市
民
運
動
論
と
草
地
賢

一
さ
ん
の
市
民
社
会
論
、
神
戸
で
実
践
さ

れ
、
鍛
え
ら
れ
て
き
た
思
想
は
、
東
京
憲

章
の
５
つ
の
基
本
方
針
に
、
つ
き
つ
め
れ

ば
、
つ
な
が
っ
て
い
る
側
面
も
あ
る
、
と

考
え
る
。
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東
京
憲
章
の
正
式
名
称
は
「
災
害
時
の

た
め
の
市
民
協
働
東
京
憲
章
」
で
あ
る
。

つ
ま
り
「
災
害
時
の
た
め
の
」
と
「
市
民

協
働
」
の
２
つ
の
言
葉
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
る
。

こ
こ
で
「
市
民
協
働
」
は
公
的
に
は
定

着
し
た
用
語
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
少
な
く

な
い
自
治
体
で
「
市
民
協
働
」
関
連
条
例

が
制
定
さ
れ
、
市
民
協
働
推
進
課
を
設
置

し
、
市
民
協
働
を
進
め
て
い
る
。

そ
れ
で
は
「
災
害
時
の
た
め
の
」
と
の

前
節
句
は
何
を
意
図
し
て
い
る
の
か
。
東

京
憲
章
起
草
に
関
わ
る
機
会
を
い
た
だ

き
、
市
民
協
働
で
取
り
組
む
防
災
対
策
と

復
興
事
前
準
備
に
携
わ
っ
て
き
た
筆
者
が

感
じ
て
い
る
の
は
、
阪
神･

淡
路
大
震
災 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
復
興
市
民
活
動
か

ら
の
継
承
と
発
展
と
い
う
景
色
で
あ
る
。
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阪
神･

淡
路
か
ら
の
継
承
と
は
何
か
。

た
と
え
ば
、
震
災
10
年
市
民
検
証
研
究
会

検
証
報
告
を
ひ
ら
け
ば
、
緊
急
対
応
期
、

避
難
生
活
期
、仮
住
ま
い
期
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
市
民
団
体
の
取
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二つの視点
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す
な
わ
ち
市
民
運
動
論
の
視
点
か
ら
は

東
京
憲
章
基
本
方
針
「
方
針
１
・
被
災
者

一
人
ひ
と
り
の
尊
厳
を
尊
重
し
ま
す
」
と

「
方
針
３
・
支
援
者
は
、
情
報
を
交
換
し
、

と
も
に
支
援
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
」
に

接
続
さ
れ
て
く
る
。

災
害
時
で
あ
っ
て
も
、
い
や
災
害
時
で

あ
れ
ば
こ
そ
「
一
人
ひ
と
り
の
尊
厳
」
を

尊
重
し
「
一
人
ひ
と
り
の
声
を
聞
き
な
が

ら
支
援
活
動
に
取
り
組
む
」
姿
勢
を
掲
げ

た
い
。
ま
た
「
情
報
を
交
換
し
と
も
に
支

援
活
動
に
」
は
神
戸
の
市
民
リ
ー
ダ
ー
が

企
図
し
て
き
た
営
為
で
あ
り
、
厳
し
い
災

害
支
援
の
現
場
環
境
の
中
で
、
特
に
重
要

な
理
念
で
あ
る
。

そ
し
て
市
民
社
会
論
の
視
点
か
ら
は
、

子
ど
も
、
障
害
の
あ
る
人
、
多
様
な
性
や

信
仰
を
「
尊
重
し
、
で
き
る
だ
け
継
続
さ

れ
る
こ
と
」
を
東
京
憲
章
で
は
「
私
た
ち

が
大
事
に
し
た
い
２
つ
の
視
点
」
の
１
つ

に
掲
げ
て
い
る
。こ
れ
ら
の
支
援
活
動
は
、

市
民
や
民
間
の
力
が
よ
り
効
果
的
に
発
揮

で
き
る
領
域
で
あ
ろ
う
。
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次
に
阪
神･

淡
路
大
震
災
か
ら
の
発
展

と
は
何
か
。
発
災
か
ら
四
半
世
紀
が
経
過

し
、
三
宅
島
噴
火
、
中
越
地
震
、
東
日
本

大
震
災
、
熊
本
地
震
な
ど
で
の
被
災
地
支

援
の
経
験
を
通
し
て
、
多
く
の
、
重
要
な
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「
発
展
」
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
東
京
で
活

動
す
る
メ
ン
バ
ー
、
す
な
わ
ち
東
京
都
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
推
進
会
議
で
関
係
を
育
み
、
共
に

取
り
組
ん
で
き
た
「
わ
た
し
た
ち
」
の
経

験
と
教
訓
が
、
た
と
え
ば
ス
タ
ッ
フ
の
ケ

ア
へ
の
視
点
な
ど
、
東
京
憲
章
本
文
、
と

り
わ
け
コ
ラ
ム
文
に
ギ
ュ
ッ
と
表
現
さ
れ

て
い
る
。

そ
の
中
で
も
特
に
、
戦
後
「
激
甚
未
被

災
地
」
東
京
と
し
て
東
京
憲
章
副
題
が
掲

げ
る
「
平
時
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民

活
動
が
め
ざ
す
も
の
」
の
意
義
を
強
調
し

た
い
。
平
時
か
ら
発
災
後
の
事
前
準
備
に

取
り
組
む
だ
け
で
な
く
、
平
時
か
ら
発
災

時
に
生
命
と
身
体
を
守
る
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
こ
う
、
と
い
う
い
わ
ば
「
直
接
被

害
軽
減
」を
重
視
し
た
活
動
方
針
で
あ
る
。

一
人
ひ
と
り
の
尊
厳
を
理
解
し
、
多
様
な

生
き
方
、
暮
ら
し
方
を
尊
重
す
る
立
場
か

ら
、
事
前
防
災
を
目
標
と
す
る
意
義
は
大

き
い
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
１
９
９
５
年
１
月
、
筆
者
は

都
市
計
画
・
ま
ち
づ
く
り
を
自
分
の
生
涯

を
か
け
る
仕
事
と
考
え
、
東
京
都
立
大
学

都
市
計
画
研
究
室
で
学
ん
で
い
た
。
石
田

頼よ
り

房ふ
さ

先
生
、
高た
か

見み

澤ざ
わ

邦く
に

郎お

先
生
、
中
林
一い
つ

樹き

先
生
に
「
何
で
も
見
て
こ
い
」
と
送
り

出
し
て
い
た
だ
き
、
日
本
都
市
計
画
学
会

の
被
害
調
査
活
動
に
従
事
し
つ
つ
、
焼
失

し
ア
ー
ケ
ー
ド
の
鉄
柱
だ
け
残
っ
た
神
戸

市
長
田
の
ま
ち
、
公
園
で
の
テ
ン
ト
や
学

校
避
難
所
で
避
難
生
活
を
送
る
人
々
の
声

に
、
あ
る
意
味
無
防
備
の
ま
ま
、
接
す
る

経
験
を
し
た
。
失
敗
と
後
悔
は
少
な
く
な

い
が
、
専
門
性
と
し
て
被
災
地
に
貢
献
す

る
こ
と
に
加
え
、
市
民
と
し
て
被
災
者
支

援
に
飛
び
込
む
意
義
、
両
者
を
統
一
的
に

考
え
る
必
要
性
を
感
じ
た
。
そ
し
て
専
門

性
と
市
民
性
の
確
保
と
い
う
視
点
は
、
そ

の
後
の
中
越
地
震
、
東
日
本
大
震
災
で
も

問
題
意
識
と
し
て
継
続
し
、
東
京
で
の
市

民
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
取
り
組
み

に
参
画
し
て
い
っ
た
の
も
、
あ
る
意
味
必

然
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。 

現
在
筆
者
は
、
一
般
社
団
法
人
災
害
協

働
サ
ポ
ー
ト
東
京
の
代
表
理
事
を
務
め
て

い
る
。
本
稿
で
は
、
個
人
的
見
解
と
し
て

東
京
憲
章
の
意
義
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。「
そ
も
そ
も
支
援
と
は
何
か
」
と

い
っ
た
根
源
的
な
問
い
も
重
ね
つ
つ
、
多

く
の
み
な
さ
ん
と
、
理
念
の
旗
も
大
切
に

し
な
が
ら
、
市
民
主
体
の
災
害
へ
の
備
え

を
展
開
し
て
い
き
た
い
。
若
い
世
代
を
惹

き
つ
け
る
空
間
、
関
わ
り
つ
づ
け
た
い
と

思
え
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
も
め
ざ
し
た

い
。
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NO.381  2022 年

12月号

ボランティア・市民活動を広げ、応援する！
2022 年 12月 20日発行　通算 381号

表 1　

せかいをみる
国内担当からみる海外支援の現場
認定NPO法人 地球の友と歩む会 /LIFE佐藤 静香

あなたの“モヤモヤ”
から社会を変える⁉

思い立ったがボラ日
おでかけひろばぶりっじ＠roka
好きから始めるボランティア活動

いいもの みぃ～つけた！　vol.40
チェルノブイリ子ども基金
マトリョーシカ他、被災地救援グッズ

セルフヘルプという力　第 33回
片耳難聴のコミュニティ きこいろ
人生・人・聞こえの「いろいろ」を大切にしたい
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4 ネットワーク  2022/12

ボランティア・市民活動を広げ、応援する！

も くじ NO.381  2022 年
12月号

ボランティア・市民活動に役立つ視点や情報をお届けします。深める

知 る ボランティア・市民活動のさまざまな形やボランティアに
一歩ふみだすヒントを、ご紹介します。

いいもの みぃ～つけた！　vol.40　チェルノブイリ子ども基金
　　　　　　　　　　　　　　 　子どもたちの笑顔を願って～チェルノブイリ事故被災地救援グッズ～

26

もしもボランティア活動中に怪我をしたら…
怪我をさせたり、物を壊したら…

東京都社会福祉協議会指定生損保代理店
有限会社 東京福祉企画

〒162-0825 東京都新宿区神楽坂1-2
研究社英語センタービル 3階

TEL. 03-3268-0910
FAX. 03-3268-8832
URL. http://www.tokyo-fk.com/

※ボランティア保険お
よび行事保険の加入
は、東京都内の各区
市町村のボランティ
アセンターまたは東
京都社会福祉協議会
窓口で手続きができ
ます。 ◎福祉等に

従事する非
営利団体

◎ボランテ
ィア団体等

の市民活動
団体

加入できる
団体は…

加者全員とは…
被保険者（

補償の対象
者）※営利企業

（株式会社
・有限会社

等）が実施
主体である

行事は補償
の対象外と

しています
が、

　営利企業
が非営利で

行う社会貢
献活動に限

り補償対象
とします。

令和3年度
版

行事保険・
行事保険（

当日参加対
応型）とは

国内におい
て、福祉活

動やボラン
ティア活動

などを目的
として、ま

たは、市民
活動の一環

として、非
営利の団体

が主催

する行事参
加中に

①行事参
加者が偶

然な事故
でケガをし

た場合の
傷害補償

②行事主
催者が行

事参加者
など他人

の身体や
財物に損

害を与え
、行事主催

者が法律
上の賠償

責任を負
った場

合の賠償
責任補償

の２つの補
償がセット

になった保
険です。

◆行事保険（
当日参加対

応型）は、下
記の点が「

行事保険」と
異なります

。

１申込時点
で名簿の備

付が不可能
であるが、

当日であれ
ば名簿（氏

名のみ）の
備付が可能

な行事に対
応できます

。

２対象とな
る行事は、

宿泊を伴わ
ない事業で

あり、「行事
保険」の1日

行事区分「
a行事」の

範囲の行事
となります

。

３往復途上
の補償は、

ありません
。

４お申込み
時に人数が

確定してい
る必要はあ

りませんが
、予定され

ている定員
数でお申込

みください
。

５行事当日
に参加者（

主催者、ス
タッフ含む

）の氏名（フ
ルネーム）

が記載され
た名簿を作

成いただく
ことが必要

です。

※事故発生
時には、参

加者全員分
の名簿が必

要となりま
す。

行事保険

行事保険（
当日参加対

応型）
のご案内

保険期間

①ボランティア活動中の事故によりボランティア本人がケガをした

②ボランティアの方々が、ボランティア活動により他人に対して損害を

　与えたことにより、損害賠償問題が生じた①、②の場合を補償する保険です。

令和3年4

ボランティア保険とは

ボランティア保険のご案

令和3年度版

あなたの “モヤモヤ ”が社会を変える？
～暮らしやすい社会を自分たちで創る

13

BOOKS　モヤモヤをかたちに！行動に！12

インタビュー 　「学校で地球にやさしい電力を使いたい」と声を挙げた高校生
　　　　　　～オンライン署名で、小さいけれど確実な一歩を踏み出した！～
◇ふきたろう

6

せかいをみる　国内担当からみる海外支援の現場
　　　　　 　～おみやげと SDGs
◇佐藤 静香　認定NPO法人地球の友と歩む会 /LIFE

23

思い立ったがボラ日　好きから始めるボランティア活動
　　　　　　　　　 おでかけひろばぶりっじ ＠ roka

1

TVAC News　連載 vol.5　東京ボランティア・市民活動センターの事業から
　小田実さんの市民社会論および草地賢一さんの市民社会論と東京憲章

21

つぶやきブレイク　vol.25　『記憶の中で抱きしめて』16

あなたの“モヤモヤ”から
社会を変える⁉

インタビュー 　少しの勇気の積み重ねで世の中は着実に変わってきている
◇岸本 英嗣　公益社団法人　Marriage For All Japan－結婚の自由をすべての人に

9

セルフヘルプという力　第33回　人生・人・聞こえの「いろいろ」を大切にしたい
　　　　　　　　　　　　　　　　　  片耳難聴のコミュニティ　きこいろ

17
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